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第４節 常盤構内（山口大学工学部構内遺跡）の調査

１．常盤寮Ｃ棟新営工事に伴う立会調査

調査地区 常盤構内北東部常盤寮Ａ棟西側道路

Ｃ棟南西側空閑地

調査面積 103㎡

調査期間 平成27年１月22日、２月12日

調査担当 横山成己

調査結果

常盤構内は、元来その全域が山口大学工学部構

内遺跡として周知の埋蔵文化財包蔵地に含まれて

いたが、当館の継続的な調査により、構内の大部分

は埋蔵文化財遺存の可能性が否定されたことから、

平成20年度の範囲指定変更に伴い、構内東北部

（国際交流会館～学生寮～駐車場）のみが包蔵地

として残された。

その包蔵地範囲内にて、常盤寮Ｃ棟の新営が計

画された。常盤女子寮同様、谷地形の埋め立て地
註1

が建設予定地となったため、新規布設される配管工

事予定地と寮の南側に新規に予定された自転車置

き場を対象に立会調査を実施する運びとなった。

配管布設地のＡ地点では、現地表下0.84ｍにて

旧耕土および旧床土を確認したが、下位の地山（明

黄色シルト）に遺構は検出されなかった（図91）。自

転車置き場であるＢ地点では、現地表下0.8ｍまで

掘削が行われたが、造成土内にとどまった（図92）。

【註】

１）横山成己（2012）「工学部女子学生寄宿舎新営その他工事に

伴う予備発掘調査」，山口大学埋蔵文化財資料館（編）『山口

大学埋蔵文化財資料館年報-平成20年度-』，山口
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小串構内（山口大学医学部構内遺跡）の調査

３．廃棄物管理棟新営工事に伴う立会調査

調査地区 小串構内外来診療棟東側空閑地

調査面積 149㎡

調査期間 平成26年９月16日

調査担当 横山成己

調査結果

小串構内東部、医学部附属病院外来診療棟の東

側空閑地において、廃棄物管理棟の新営が計画され

た。建物基礎の掘削深度は0.7ｍであった。

計画地は構内の東を南流する真締川に隣接してお

り、また計画地の北側にて平成13年度に実施した医

学部附属病院立体駐車場新営に伴う試掘調査の南

端調査区（Ｃトレンチ）において、現地表下1.7ｍまで

造成土であることが確認されていたことから、埋蔵文
註1

化財に支障が生じる可能性は極めて低いと予想され

たが、基礎工事予定日が同構内にて実施予定であっ

た基幹・環境整備及び診療棟・病棟新営工事に伴

う予備発掘調査（本書所収）期間と重複している

ことから、慎重を期して工事立会を実施すること

となった。

調査の結果、掘削は造成土内にとどまるものであ

り、埋蔵文化財に支障が生じないことを確認した。

【註】

１）田畑直彦（2016）「医学部附属病院立体駐車場新営に伴う試掘

調査」,山口大学埋蔵文化財資料館（編）山口大学構内遺跡調

査研究年ⅩⅩⅠ』,山口
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